
古紙配合率100％再生紙を使用しています

　市議会の本会議は公開しており、どなたでも傍聴すること

ができます。会議録は、インターネットでも閲覧できます。

h t t p : / /www .c i t y . f u c hu . t o kyo . j p /g i k a i

　なお、本会議のＴＶ中継は、議会開催期間中、市役所１階

市民談話室にて放映しております。

　本会議場における手話通訳での傍聴も受け付けております。

　詳しくは、議会事務局庶務課へお問い合わせください。

TEL : 335−4506 ／ FAX : 364−5415

平成16年第1回定例会は2月23日（月）
　　　　　　午前10時開会の予定です

傍聴にお越しください
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第
４
回
定
例
会
の
内
容
を
ま
と
め
た
、
議
会
だ

よ
り
第
218
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

私
た
ち
編
集
委
員
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り

読
み
や
す
く
親
し
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
力

を
注
い
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
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専決処分の承認について

府中市都市計画税条例の一部を改正する条例

府中市立府中の森芸術劇場条例の一部を改正する条例

府中市立心身障害者福祉センター条例の一部を改正する条例

府中市立学童クラブ条例の一部を改正する条例

府中市まちの環境美化条例

府中市営第六若松町住宅改築工事請負契約

府中市長等有給特別職の職員の給与及び旅費支給条例の一部を改正する条例

府中市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
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11

イラクへの自衛隊派遣に反対する意見書

地方警察官の抜本的な増員を求める意見書

東京都食品安全条例（仮称）制定に関する意見書

新たな雇用を創出するための起業・創業環境の早急な整備を求める意見書

番号 付託委員会 本会議結果件　　　　　　　　　　　　　名

第 4 回 定 例 会 議 案 等 議 決 結 果 一 覧

《市長提出議案》　11件

《議員提出議案》　４件

《陳　　情》　８件
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継続審査

継続審査

継続審査

不 採 択

不 採 択

　

榊
原
記
念
病
院
に
つ
い
て
は
、
平
成
15
年
12
月
22
日

に
開
院
し
、
診
療
科
目
は
、
循
環
器
内
科
、
心
臓
血
管

外
科
、
循
環
器
小
児
科
、
内
科
、
外
科
、
小
児
科
、
放

射
線
科
及
び
麻
酔
科
で
あ
る
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
、
内
科
、
外
科
、
小
児
科
の
一
般
診
療
科

目
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
予
定
ど
お
り
市
民
が
安
心
し

て
受
診
で
き
る
よ
う
、
病
院
側
に
強
く
申
し
入
れ
て
も

ら
い
た
い
等
の
要
望
意
見
が
あ
っ
た
。

　

府
中
基
地
跡
地
留
保
地
に
つ
い
て
は
、
構
造
改
革
特

区
の
提
案
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
国
立
医
薬
品
食
品
衛
生
研
究
所
に
つ
い
て
は
、

移
転
場
所
に
つ
い
て
、
今
後
、
協
議
を
続
け
る
等
の
報

告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

　

府
中
駅
南
口
Ａ
地
区
に
つ
い
て
は
、
平
成
15
年
10
月

10
日
に
準
備
組
合
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、
府
中
駅

南
口
Ａ
地
区
市
街
地
再
開
発
準
備
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。

組
合
の
設
立
に
伴
い
、
地
権
者
の
会
は
、
規
約
に
よ
り

解
散
と
な
っ
た
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

次
に
、
府
中
駅
南
口
第
三
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合

で
は
、
引
き
続
き
、
施
設
建
築
物
の
新
築
工
事
を
行
っ

て
お
り
、
17
年
２
月
の
完
成
、
３
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向

け
、
順
調
に
工
事
が
進
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
商
業
棟
の
愛
称
を
公
募
し
た
結
果
、
埋
蔵
文

化
財
の
発
掘
調
査
の
中
で
ほ
ぼ
原
型
の
ま
ま
出
土
し
た

﹁
枢
錠
﹂
に
ち
な
ん
だ
、﹁
ク
ル
ル
﹂
が
最
優
秀
作
品
に

選
ば
れ
、
今
後
、
広
報
等
に
結
果
を
掲
載
し
て
い
く
等

の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

　

西
府
土
地
区
画
整
理
組
合
の
活
動
状
況
は
、
理
事
会

が
、
９
月
定
例
会
以
降
５
回
開
催
さ
れ
、
臨
時
総
会
、

勉
強
会
及
び
説
明
会
の
開
催
に
向
け
、
議
案
等
の
検
討

を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
12
月
２
日
に
臨
時
総
会
が
開
催

さ
れ
、
換
地
規
程
及
び
土
地
評
価
基
準
が
決
定
さ
れ
た

等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
、
未
同
意
者
の
同
意
が
得
ら
れ
る
よ
う
十

分
話
合
い
を
行
い
、
事
業
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
等

の
要
望
意
見
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
協
議
経
過
に
つ
い
て
、
Ｊ

Ｒ
側
か
ら
、
南
北
自
由
通
路
の
拡
幅
や
、
ホ
ー
ム
へ
の

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る

等
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

鉄
道
対
策
特
別
委
員
会

再
開
発
対
策
特
別
委
員
会

基
地
跡
地
対
策
特
別
委
員
会

く
る
る

府中市多磨町一丁目住宅地区 地区計画の区域内における建築物の制限に関す
る条例

平成15年度府中市競走事業特別会計補正予算（第１号）

すべての子供たちに行き届いた教育をすすめ、心の通う学校をつくるため府
中市独自に30人以下学級の実現を求める陳情

「心身障害者（児）通所訓練等事業の補助率見直し案」に関する東京都への意
見書提出を求める陳情

（仮称）府中市是政４丁目マンション新築工事計画に関する陳情

長谷工コーポレーションによる住吉町マンション（仮称）計画にかかわる陳情

長谷工マンション（仮称）「ルネ府中住吉町」建設計画にかかわる陳情

パートの均等待遇を求める陳情

「容器包装リサイクル法の見直しを求める意見書」提出を求める陳情

福祉施策にかかわる陳情

※市民フォーラムは８人となりました。
 （自由党は、11月21日付で解消しました。）

12月１日　本会議（委員会付託等）

　　 2・3日　〃　（一般質問）

　　４日　総 務 委 員 会

　　５日　文教経済委員会

　　８日　厚 生 委 員 会

　　９日　建設環境委員会

　　10日　基地跡地対策特別委員会

　　11日　再開発対策特別委員会

　　12日　鉄道対策特別委員会

　　16日　議会運営委員会・総務委員会・

　　　　　 本会議（常任・特別委員会審査報告等）

第4回定例会日誌 （次の日程で開催しました）

府 中 市 議 会 市 政 会 　 12人

市 民 フ ォ ー ラ ム 　 ８人

府 中 市 議 会 公 明 党 　 ５人

日本共産党府中市議会議員団　　 ３人

生 活 者 ネ ッ ト ワ ー ク 　 ２人

会 派 の 構 成（平成15年12月16日現在）

◎「容器包装リサイクル法の見直しを求める意
見書」提出を求める陳情

　この陳情は、「容器包装リサイクル法が施行

されたが、リサイクル率は上がっても、使い捨

て型容器の大量生産・使用の構造は見直されず、

排出抑制に結びついていない。一方、地方自治

体はリサイクルコストの約７割を占める収集・

分別・保管を義務づけられ、財政を圧迫してい

る。よって、容器選択権のある生産者の責任を

明確にしない限り、大量リサイクルに際限なく

税金を使い続けることとなる。

　そこで、法を改正し、収集・分別・保管の費

用を製品価格に含めること、３Ｒ（リデュース

・リユース・リサイクル）の優先順位で推進す

る手法を盛り込むことを基本とした意見書を、

国会等に提出してほしい」というものである。

　建設環境委員会で審査をし、委員から「本陳

情の趣旨は大事と思うが、事業者への負担を求

めることは、調査研究を深める必要があり、今

すぐ法改正を行うことは賛成できないので継続

審査を主張する」、「３Ｒの考えについては多少

疑問も残るが、今の日本の環境問題を考えると

生産者責任を明確にする陳情趣旨については採

択をするべき」等の意見があった。

　採決の結果、本陳情については、賛成多数に

より、継続審査に付すべきものと決定した。

陳 　 情  か ら

○再開発対策特別委員会（11月10日〜12日）

　神戸市･･･JR住吉駅南地区第一種市街地再開発事業

　　　　の概要について

　高槻市･･･JR高槻駅第一種市街地再開発事業の概要

　　　　について　　

委 員 会 の 活 動 （次のとおり視察を行いました）

編集
　後記

……

218号　平成16年（2004年）1月31日発行市議会だより
ふちふちゅうふちふちゅう
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